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主題:主 体的な学習活動を通 して,言 語感党を磨き,理 解力と表現力を高める指導の在 リ方

1主 題 設 定 の 理 由

二十一世紀を目前に した現在,国 際社会 の変化には目を見張 るものがあ る。情報は一瞬のう

ちに世界を回り,昨 日までの価値観が翌 日には通用 しな くなるという可能性 も孕んでいる。そ

うした状況の中で,我 々日本人だけが安閑としていることはできない。世界の情勢を踏まえる

と同時に,自 国の社会変化を的確に把握 し,判 断 し,行 動することで,逞 しく生き抜 くことが

求め られている。その際に必要 とされる能力は,何 よりもまず,言 語活動を通 して養われ るも

のと考える。

今 臥 高校生は多 くの視聴覚機器の恩恵に預かってい るが,言 語環境としては必ず しも好ま

しい状況とは言えない。またf自 分の学習課題 を設定 して取 り組むなどの,国 語の学習に対す

る意欲も不足 している。 こうした背景が,今 まさに 「主体的な学習 」が必要とされ る所以であ

る。その主体性を培 うために,ま ずr生 徒の国語に対す る興味 ・関心を引き出すことが必要で

ある。すなわち,生 徒の内発的な動機付けを通 して,豊 かな思考力や想像力を養うとともに,

理解と表現の能力を育み言語感覚を磨 くことが求め られている。

「言語感覚を磨 く」のは,特 別の学習を必要とするものではない。 日頃の授業の中で,継 続

的に,計 画的な学習指導の蓄積が図 られた結果,は じめて育成され るものである。今 日,生 徒

が 日常接する言語情報,と りわけ音声による情報量は驚 くほど多い。生徒は,こ れ らの情報を

取捨選択 して言語を吟味 し,自 らも相手に納得のい く音声表現を心掛けることが必要である。

それゆえ,日 々の教育活動の具体的な場面において}生 徒が言葉の適切さや美 しさについて感

覚を磨 き,表 現の効果について適切な判断ができるようにすることが,一 層大切である。我々

は,一 人一人の個性を重視 しながら,生 徒 との心の触れ合いを保 ち,互 いに切磋琢磨で きる授

業,国 語を学ぶことの楽 しさと充実感を体験す ることのできる授業,そ の創造のために,標 記

の主題を設定 し,様 々な角度からの研究を試みた。

丑 主 題 解 明 の 方 法

主題解明に当たっては,以 下の とおり,「 現代文 」3班 及び「古典 」1班 に分けて実践 し,

① 「詩による現代文の指導 」② 「歌物語による古典の指導 」③ 「小論文による作文の指導 」④

「ス ピーチによる音声言語の指導 」の各研究活動を行 った。

「主体的な学習活動を通 して,理 解力 と表現力を高める現代文指導の工夫 」では,ま ず,詩

を学ぶ ことの戸惑いを和 らげるため,生 徒の興味 ・関心のある教材を発掘することに努めた。

次に,と か く「分からない 」の一言で片付けられがちな詩の学習を,生 徒が主体的に鑑賞 し,
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解釈 で きるよ うに計画 し,取 り組 ませた。 そ して,内 容の理解で きない語句 や表 現について,

生 徒 自身が問題文 を作成 し,そ れ を生徒全体 の問題 と して考え るとい う方法 を取 った。 さらに,

グルー プに よ る意見交 換の場 の設定,ア ンケー ト・相互評価 ・小作文 の実施な ど,授 業 展開を

様 々に工夫す るこ とに より,生 徒 が詩 の テーマと関連 のあ る,人 間 と しての在 り方生 き方につ

いての考え を深 め るよ う配慮 した。

「主体的 な学 習活 動 を通 して,理 解 力と表 現 力を高め る古典 指導の工 夫 」では,「 歌 物語 」

の読解や鑑賞 を通 じて,古 典 になれ親 しむ とと もに,古 人 の豊 かな心情への共感 を図 ろ うとし

た。 その際,グ ルー プに よる課題 学習 を設定 し,活 発な意 見交 換や課題 プ リン ト,作 品に っい

ての話 し合 い及び 自分 の班 の意見 を文章 にま とめ る活動な どを通 して,読 解 を深 める学習 の展

開 を図 った。 こう した文 学作品の鑑賞 を中心 に据え た授業 に より,生 徒の主体的 な学習熊度 を

育 む指導 を工 夫 した。

「主体的 な学 習活動 を通 して,言 語感覚 を磨 き,表 現力を高め る作 文指導の工夫 」では,生

徒が意欲的 に授 業に参加 し,生 徒一人一人 の表現 力が段階 的に向上 してい くことを 目標 とした。

具体的 な方法 と しては,生 徒が ペ ンネームを使 って匿名で相互に添 削批評を行 うこ とや,毎 回

小論文 の主題 設定に工 夫 を凝 らす などによ り,生 徒 の思考 を深め るよ う意図 した。 またs明 確

な評価基準 の設定 を目指 し,次 の課題へ の継続的指 導の指針 と した。特に,相 互批評 の中で,

視 覚的 にわか りやすい表示 を試 みた。

「主 体 的 な 学 習 活 動 を通 して,理 解 力 と表 現 力 を高 める音 声 言 語 指 導 の工 夫 」では,

多 くの生 徒が苦手 とす る 「話す 」「聞 く」ことの態 度や技 術 を身 に付 け ることを 目標 に した。

まず,簡 単な テーマに よ るス ピーチ とその聞 き取 りか ら始め,発 表 に不可欠 な条 件を生徒 自身

の ス ピーチの ビデ オを見 なが ら考 え させた。 これは,考 えて話す,考 えなが ら聞 くことの一体

性 を体得 させ るこ とが ね らいであ る。 そ して,よ り深 いテーマで話 し合 うことによ って,聞 く

→ 考え る→話すの サイ クル を習得 で きるよ うに,全 体の指導 の手 順 を計画的 に組み立 てた。

以上,4通 りの実践は,全 て生徒の主体性 を引 き出す ことをね らいと して,① 教材選定 の吟

味,② 動的 な授業展開へ の改善,③ 新 しい評価観等の導入 を意 図 して行 ったものであ る。教材

選定に 当たっては,特 に生 徒の興 味 ・関心 を引 き出す よ うに考慮 した。 また,個 別学習や グル

ープ学 習,作 業や 発表 な どの動 きを積極的に授業 に取 り入れ るとともに,視 聴覚教材の活用 を

図 った。 さらに,毎 時 間の指導 の過程 を的確 に評価 し,生 徒 の学 習意欲 を喚 起す るとともに,

生徒 の学 習態度か ら指 導者 自らが反省す るとい う基本的 な評価 の姿勢を貫 き,授 業 の質的改善

を目指 した。
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皿 指 導の 実際

1主 体的な学 習活 動を通 して,理 解力 と表現 力を高め る現 代文指導の工夫

1.単 元 現 代詩 に親 しむ

2.教 材 「生 命は 」吉野 弘 「汲む 一Y・Yに 一 」茨木 の り子(「 国語 皿 」)

3.単 元 の目標

① 現 代詩 を読 む楽 しさが増す鑑賞 の仕方 を身に付け る。

② 表 現の特徴 を味わ い,言 語へ の関心 を高め る。

③ 詩 の鑑 賞を通 して,自 己の生 き方 ・人 間 と しての在 り方 につい て考 える。

④ 自ら進 んで読み味わ い,表 現す る意欲 を身に付 け る。

4.単 元設定の理 由

教 え る側に とって も,学 ぶ側 に とって も,現 代詩 の授業 にはあ る種 の戸惑いを覚え ることが

あ る。 それ は他な らぬ詩 が,他 の形式 の文 章作品 に くらべ て,優 れ て彫琢 され てい る言語 の質

と量 によ るもの と思 え る。生徒 は,一 読 して 「好 き ・嫌 い 」で片付 けが ちであ り,主 体 的学 習

の深 ま りへ と発展 させに くい。 当然 の ことなが ら,文 学 作品の鑑賞 の在 り方 は,最 終的 に個 々

の読み手 に委ね られ るの は避 け られ ない。 しか し,生 徒が詩の授業 において 「分 か る ・分 か ら

ない 」をす ぐに断ず ることの ないよ う指導 してい きた い。 また,表 現の技巧や用語 の解釈 に終

始す るだ けでな く,言 語表現の豊 か さを味わ う学 習を工夫 す る必要が あると考 え る。 こう した

認 識か ら研 究は出発 した。

今回,標 記の主題 を設定 し,現 代文の作 品を広 く見渡 してみた。そ してr主 題の文言の一 つ

一・つの課題 を現代詩 の指導に おい て も生かす べ きだ と考 えた
。そ こで,従 来の よ うに解釈中心

に終 わ らず,広 が りを持 った学 習 とす るために,現 代 の高校生 の生 き方にかかわ る詩 を何編 か

選 び出 してみた。 「か な しみ 」(谷 川俊 太郎)「 くらし 」(石 垣 りん)な ど,ま た とない言葉

の 力を備え たhの 詩 の中か ら,「 生命は 」「汲む一Y・Yに 一 」を教材 と して用い るこ とに

決定 した。 「生命は 」は題 の示す よ うに,生 命の在 り方 を問 いか け るものであ り,「 汲 む_y

・Yに 一 」は ,「 人の生 き方 」に一 つの答を導 くもの であ る。つ ま り,両 編が 「生 」を描 い た

もの として連 関 し,学 習に一貫性が備 わ るよう工夫 を した。 もとよ り詩 に限 らず 文 学 作 品 は

「生 」を大 きな主題 と し,す べ てが この問題 を含んでい ると言えな くはないが,こ の2編 は そ

れが中心 に据え られて い るので あ る。 「生 」の意味 を生徒 自らの生 き方 と重 ね合 わせ て考 え る

よう設定 したものであ る。
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「主体的に学 習す る 」とは,生 徒一人一人が興 味 ・関心 を持 って,教 材 に身を乗 り出 して取

り組 む状態 と言 えよ う。 ここでは,青 年期 に生 きる生徒 が,詩 に描 かれた 「生 」を我 が ことと

して とらえ る。 そ して.自 らの生命 を見 つめ,意 欲的 に学 習に参加 して も らいたい,と い う期

待 を こめて教材 を選択 した。詳 し くは指導計 画に示す通 りであ るが,教 材 への導入か ら学習の

ま とめにいた るまで,学 習活 動の流れ が緊密にはた ら くよ う配慮 した。比較的,用 語の平易 な

「生命 は 」を先 にお くことによ って,基 本 的な学 習に よる理解 力の向上 を目指 した。 「汲む一

Y・Yに 一 」では,更 に言語 感覚 を培 い,自 らの表現 力を高 め る学 習の在 り方へ と結 び付 け る

よ う配慮 した。2編 とも難解な語 を用 いたわ けではない。

それぞれが詩人の真情 に基づ いた言葉 をえ りす ぐって,巧 みに組み合わせ てあ る。 その結 果,

魅 力の あ る言語表現 とな ったこ とに注意 をは らい,鑑 賞指導 を進 め ることと した。 この ことを

通 して,生 徒 自身の発す る言葉 に これまで以上 の表現上 の工夫 を期待 す るとと もに,生 徒 自身

が言葉の もつ力に改 めて気付 き,自 らの言葉 を新 たに発見 してい く機 会の一 つ とす ることをね

らい と した。

5.指 導 計画(第2学 年対 象 配当時間6時 間)

指 導 事 項 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

〔導入 〕 ①今まで習った詩について思 ①詩が好 きな理由,嫌 いな理由を述

い起 こ し,詩 について持 って 述 べ させ,以 後 の指導に役 立て る。

第
〔展 開 〕 い るイメージを発表す る。

〈生命は〉

1

①詩の優れた表現

に気付 く。

②範読 を聞 き,そ の後,各 自

黙読す る。

②表現や主題 に注意 しなが ら読む

よう指示す る。

②生徒各自が主題 ③読んだ感想をまとめる。 ③ それぞれ ノー トに4,5行 程度

を考え る。 印象に残 った表現 を挙 げ る。 で簡潔 に まとめ させ る。

時
作者の言い たかった ことをお

おまかに まとめ る。

①表現に注意 して ①内容の理解できない語句 ・ ① 「欠如,他 者 の総和,う とま し

第

'

内容を理解する力 表現の解釈をす る。 くゆ るやかに構 成 されてい る 」な

を身に付 け る。 どの語に特に注意す る。
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2 ②詩の技巧とその ② 「ば らまかれてい る,ゆ る ②用語については他の語に置き換

表現効果について やかに構成 されている」など え させ る作業 を通 して,そ の表 現

理解 す る。 の用語,対 句などの表現技巧 の適切 さを理解させ る。表現技巧

時 とその効果 を考え る。 については,第1時 の 印象に残 っ

③どのように詩が展開 されて た表現と関連づけて指導す る。

い るか,構 成 を とらえ る。

① キー ワー ドに注 ①内容の解釈が済んでいる段 ①主題 をとらえ る際には,「 生命

意 して主題をとら 階で もう一度作者の言いたか はその中に欠如を抱 きそれを他者
第

え る。 った ことをま とめ,第1時 の か ら満 た して もらう,あ なた もあ

まとめ と比較 してみ る。 るとき私 のための風 だ ったか も し

3

②次の詩 について ② 「大人 にな るとは ど うな る

れない 」などの部分に注目させる。

②この時点で生徒が 「大人になる

の意欲 ・関心を高 ことか 」につい て自己の考え とは どうい うこ とか 」について ど

め る。 を小作文 に まとめ る。 の ような認識 を持っているかを見 る。
時

次時までに印刷物にまとめて配

布す る。

〈汲む〉

①相互評価を通し ① 「大 人にな るとはど うな る ① コメン トが書 き易い よ うに小作

て考え を深 め る。 ことか 」の印刷物を読んでそ 文を書いた入の氏名は載せない。

第 れ に対 す るコメン トを記す。 次時までに印刷物にまとめて提

示 す る。

②疑問点を書き出 ②朗読す る。 ②挙手読みに し,意 欲を評価する。

4 す作業を通 して, ③内容の理解できない語句 ・ 読みの誤りを指摘す る。

詩を自らの力で理 表現を書 き抜 き,問 題を作成 ③ 作業が しやすいように図書室な

解す る態度を身に す る。意味の分か らない語に どを利 用す ることも考 え る。

時 付け る。 ついては辞書 を引 く。 机間巡視 しア ドバイ スを与える。

提出させたものを印刷物にまと

めて,一 人一人の問題 を全体 の問

題 とす る。
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①優れた詩の表現 ①前時で作 った問題を全員で ② 「たよ りない生牡蠣 のよ うな 」

を実感として理解 解釈 してい く。 などの比喩を他の語に置き換えず,
第

す る 。 ②使われている比喩表現とそ 感覚 として理解させ言語感覚を磨

5

② キーワー ドを自

ら見つ け る作業 を

の効果 を考 え る。

③ キー ワー ドに注 目して作者

かせ る。

③ 「すれ っか らし,感 受性 」など

通 して,主 題 を理 の言 いたか った ことを まとめ の キ ー ワ ー ドを 見 つ け さ せ,そ れ

時
解す る。 る 。 を元 に,主 題 をと らえさせ る。

グルー プ学習 させ て もよい。

〔ま とめ 〕
第

人間としての在 これ までの学 習を踏 まえ て, 第3時 で書いた小作文と比べ さ

6 り方生 き方につい 「生命 」「大人 にな ること 」 せて考えの深化に気づかせ るよう

て考 えを深 め る。 について発見 の あった ことを に す る。

時
400字 程度 に まとめ る。

6.評 価の観点

① 事前評価

〈関心 ・意欲〉

・詩(韻 文)に ついて どの よ うな印象を持 ってい るか。

② 事 中評価

〈意欲 ・態度 〉

・一読後の 自己の意見 を感想 に まとめ ることがで きたか。

・詩 の気 に入 った表 現,好 きな表 現を挙げ るこ とがで きたか。

・疑問点 を挙 げ,さ らに問題 を導 き出す ことがで きたか。

〈理解〉

・問題 を解決 してい くことを通 して,主 題 を把 握す るこ とがで きたか。

③ 事後評価

〈理解 ・表現 ・態度 〉

・詩 を通 して 自己の生 き方 を問 い直す姿勢を持 ち,人 間 としての生 き方在 り方 にっc

て考 え深 め,意 見 として まとめ ることがで きたか。

一7一



7.考 察

詩 とい うだけで生徒 の側 にはあ る種の抵抗が あ る。 それは今 まで学 んだ詩 は言葉がむず か し

くて何 を言 ってい るの かわか らないか ら嫌 いだとい うた ぐいの ものであ る。今回の実践 で取 り

あげた2編 の詩,特 に 「生命 は 」は,そ のよ うな生徒 の心 を解 き放 して くれ るきっか けにな っ

た と思われ る。洗練 され た言葉遺 い,押 し付 けることの ない心暖 まる表 現を 「生命(精 神)の

在 り方 」とい う重 いテーマに もかかわ らず,生 徒は素 直に受 け入れ た ようであ る。 また 「汲 む

一Y・Yに 一 」は,一 つの具体的 な生 き方 を示す ものだが,生 徒 に とっては 自己の姿 を まざま

ざと映 し出す鏡 の役割 を したよ うだ。生徒が2編 の詩 を身近 に,し か も新鮮 な感覚で受 け とめ

我が ことと して関心 を もち始 めた ことは,今 回の実践の大 きな手助 け とな った。

生徒の生の声 をその まま活 かす形 での授 業 を 目指 した。 自己の誤 りを指摘 され ることを恐 れ

てか,あ るい は指示 され ることが当た り前 とな ってい るか らか,生 徒 は発言 したが らないのが

実情 であ る。 そ こで,ア ンケー トを通 して生徒一 人一人 に意 見を求 め,そ れ を集約 し生徒 に還

元す るとい う方法 を取 った。 「詩 の中の気に入 った表現 を挙 げ る 」「疑 問点を挙 げる(問 題 を

作 る)」 「詩 の主題 に関 して コメン トを求 め る 」といった具合 いに意 見を求めた。全員 に意見

を求めて い くこ とは手 間のか か ることだが,生 徒に とって他の意見 を知 ることは刺激 とな り,

授業 の活性化 に大 いに役立 った。特 に問題 点 をま とめ た ところでは,問 題意 識を もって詩 に向

か う姿勢が芽生え たよ うであ る。

ただ今回の実践に おいて,問 題 点 を解決 してい く毅階 での工夫 が不十 分であ り,こ の点 を今

後の課題 としたい。 また,詩 に対 す る抵抗 がな くな った生徒 や,詩 が好 きにな った生徒が格段

に増 えたわけではない。 しか し生 徒は いつにな く自らを詩 の中にお きs自 らの人生 を問 い直 し,

考 え直 したのではないだ ろうか。初 発の感想 などよ りも最終時 の作文に,大 きな深化が み られ

たのは一 つの成果 とい え るだろ う。

最後に,「 生命は 」の 中で生徒 が好 きな もの と してあげた表現 は 「私 も あ るとき/誰 か の

ための虻 だったろ う/あ なた も あ るとき/私 のた めの風 だ ったか も しれない 」とい う最後 の

部分 が多か った。 また最終時の作文 で 「汲 む 」の詩 に強 い感銘 を受 け 「自分 も詩 の中の女性 の

よ うに生 きた い 」と述べ た女子生 徒が多 くいた。 この こ と一 つを取 りあげて も,今 の高校生 の

感受性は決 して劣 ってい るものでは ない。彼 らは その感受 した ものを深 め,外 に表現す る方法

の ところで手 をこまね いてい るのではな いか。今回の実践 は必ず しも新 しい試みでは ないか も

しれな いが,何 かをつか もうとす る生 き生 きと した生徒 の姿 が,授 業 の中に あったこ とは大 き

な収穫 であ った。
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2主 体的 な学 習活動 を通 して,理 解 力 と表現 力を高 める古典指導の工夫 ・

1.単 元 歌物語 の魅 力を知 る

2.教 材 『伊勢物語 』(日 本 古典文学 全集)

(八 四段 「さ らぬ別れ 」,六 段 「鬼 ひ とくち 」,九 段 「東 下 り 」)

3.単 元 の目標 ①1年 次に身に付 けた古文の語彙 ・文法事項 を踏 まえ,古 語 の もつ幅 広い意

味 や微 妙なニ ュアンスをつ かむ こ とによ り,登 場人物 の心 情を考察 し,鑑

賞を深 め る。

② グルー プに よ る課 題学習の作業 を通 して,話 し合 いや まとめの文章化 の中

で表 現力を培 う。

③主体 的な学 習活動を通 して,古 典 の世 界へ の興味 を深 め,自 発的 な学 習態

度 を育て る。

4.単 元設 定の理 由

高校 に入学 し,し ば ら く経 ってか ら,古 典 の授業 の感想 を生徒達 に聞いてみ ると,多 くの生

徒か ら,「 難 しい 」「覚 え ることが多 くて大変 だ 」「英語 を 日本語 に訳す よりも苦 労す る 」と

い ったよ うな答えが返 って くる。 日々の授 業 を担 当 してい る教 師に とって それは非常に残念 な

ことであ る。教 師は,生 徒に繰 り返 し古典 の世 界の楽 しさ ・面 白 さを語 り,伝 え ようと してい

る。 なぜ,生 徒 の反応は教師の意 図す る ところ と逆 を示 して しまうのだ ろ うか。

古典 の学 習を通 して,生 徒は何を期待 し,何 を学 ぼ うと考 えてい るのか。普段の授業 にお い

て,古 語 の意 味を知 り,文 法を習得 し,口 語訳 ができれば終 わ りで,単 に 「古文 」を 「現代文 」

に置 き換 え ることが古文 の学習であ るかの よ うに考 えてい るのではない だろ うか。

この ような疑問の前に,素 直に振 り返 ってみ ると,教 師 は古典 の楽 しさ ・面白 さを語 り伝 え

よ うと してはい るものの,授 業の 形態 も講義形式 で,語 句 の注釈,文 法の説明,口 語訳 とい う

0定 の型 には まりが ちで ,そ の奥に あ る人間 の営 みその ものに までは生 徒の意識 を引 き込んで

いない,と いう反省点が浮か び上が って くる。 そ して,こ の反 省点 ・問題点 を意識 しなが らも,

指導 の方法 ・パ ター ンが なか なか変え られ ないでい る。

生徒 の方 も,説 明 を聞 き,質 問 に答え る,と い った教 師主導型 の授 業の 中で,自 らが積極的

に学 習す るとい う意識が育 ちに くい。 こ う した生 徒の状況を踏 まえ て,生 徒 自らが主体的 に古

典 の学 習に取 り組 む よ うに転換 してい くことが,今 求め られてい る。

その ためには,生 徒に古典の世界への関心 を抱か せ,自 らの疑 問や独 自な発想 を提起 させ,

作 品を読 み解かせ てい くこ とが必要 であ る。 そ して,古 典 の語 句の もつ幅 広い意味や微妙 な二
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ユアンスを とらえ させ,さ らに,描 かれ た場面 ・状況 か ら登場 人物の心 情 を考 察 させ ることが

大切 であ る。 このよ うな学 習を,生 徒 に 自発的 ・主体的 に取 り組 ませ るこ とを 目指 して,前 記

の単 元の 目標を設定 した。

そのための工夫 と して,グ ル ープに よ る課題学 習を考 えた。 教師が生徒達 に知識 を授 け るの

ではな くて,生 徒達 が 自らの試行錯誤 の中で,語 句 の意味 ・登場入物の心情 などを考 え,そ れ

らを グル ープの中で取捨選択 しなが ら,あ る一 つの結論 を導 き出す ことが で きれ ば,生 徒 自身

の積極性 が培 われ るのではないか と考 えたか らであ る。

作品は 『伊 勢物 語 』を選んだ。文法,語 彙,作 品の背景,和 歌 など,様 々な角度か らアプロ

ーチで きる作品であ る。特 に,地 の文 と和 歌の融合,和 歌 特有の表現 などの学 習によ り,言 語

感覚を磨 くとい う観点か ら適当 と考え られ る。教材 は業平 的世界 を描 いた3編,八 四段 「さら

ぬ別れ 」,六 段 「鬼 ひと くち 」,九 段 「東 下 り 」であ る。 これ らは教科書 に多 く採 られ てい る

作品 であ る。一段一 段 が比較的短 いので,課 題 の 内容が ぼや けず,明 確 さを失 わない とい うこ

と,ま た,古 典世界 を十分 に有 しなが ら,「 親子 の愛情 」「男女 の,IIJ」 ζい った普遍 的人間

の愛 を描 いており,全 体 を通 して,人 間の 「愛 」が テーマに なってい るこ と,さ らに,現 代の

若者 に も共感 を得 るもの と考え られ る点か ら選定 した。以上の点 を踏 まえ,指 導計画 を立てた。

5指 導計画(第2学 年 対 象,配 当時 間9時 間)

A.学 習展開の あ らま し(2時 間を1単 位 と して次表の よ うに展開す る)

一

指 導 事 項 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

グループ学習の仕方を ① グルー プに分 れる。 ①生徒の学習活動(話 し合い ・
.

第 身に付 けさせ る。 ②課題学習プ リントに取 り まとめ)が 整理できるプ リン トを配

組 む。 る 。

2 ③ グループ内で話 し合いを ②学習に必要な辞書 ・参考資料

しs文 章 に まとめ,提 出す な どの利用 に慣れ させ る。

時 る 。 ③机間巡視 し,適 宜課題解決の

ための示唆や資料などを紹介する。

他人の意見を参考に読 ①返却 された課題について ①提出された「学習課題プリント」

解'鑑 賞 を深 め,知 識 検討 す る。 に コメ ン トを加 え返却 す る。

の定着 を図 る。 ②他班の解釈 と比較検討 し ②提出された課題をテーマごとに
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時

た り,補 足説 明 を聞 き,読

解 ・鑑賞 を深 め る。

各班 の意見 としz,プ リントして

配り批評を加えながら補足説明す る。

1

B.具 体的 な学習内容

〔導入 〕伊勢物語の内容 ・文学的位置 ・歌物語

について確認する。

①伊勢物語についての概略を押 さえる。

〔展開 〕「さらぬ別れ 」

②主人公(以 下男)と 母の立場をつかむ。

③和歌に込められた母 と男の心情をとらえる。

④親子の愛情を読み取 る。

①プ リントを見なが ら,本 文の解釈をする。

②他班 の解釈 と比較検討 しながら読みを深める。

ア.男 と母の立場

イ.歌 に込められた心情

ウ.主 題

③班毎に鑑賞文を読む。

④在原業平について確認 し,伊 勢物語の 「昔男」

の人物像 との関連をつかむ。

「鬼ひとくち」

①男と女の立場をつかむ。

②男の女に対する気持ち,女 を失 ったときの心

情をとらえ る。

③地の文 と和歌の関連を理解す る。

(第4時 一第2時 ①～③の方法でT内 容を深める)

④後段の本文か ら在原業平 とその周辺の人物を

確認 し,伊 勢物語 との関連についてつかむ。

① 「伊勢物語 」について説明す る。

②歌と地の文とのつながりを生かし

歌から入り,物 語を通 して再び歌に

収約 してい く方向で指導す る。

③死を意識 した母 と男(一 人息子)

との愛情のや り取 りを段全体の中で

とらえさせる。

① 自分達 と他班 との異 同に注意 させ

る。

ア.男 と母の身分s位 置,「 十二

月 」の急用 の意味。

イ.正 し く解 釈で きるよ うにする。

②業平 の系 図を利用 し,男 と母の関

係 をよ り明 確にす る。

①女の高貴な身分に気付かせる。

②場面 ・状況などを正 しく読み取 ら

せ る。

③和歌が筋の クライマックスに位置

し,心 情の昇華であることに気付か

せる。

④業平 ・藤原氏の系図を利用す る。

⑤平安貴族の男女関係,結 婚形態 に

ついて説明す る。
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「東下 り」

①男が旅に出た動機 とその原因を考え る。

②旅の状況をとらえ,そ れぞれの場面での男の

心情をとらえる。

③各段での都からの距離感 ・時間をつかむ。

④和歌の修辞法の理解を深め,詩 情を感得する。

⑤歌物語の成立について考える。物語の中で和

歌がどのような役割を果た しているか考える。

〔まとめ 〕

①歌物語の特質について話 し合 う。

②三つの段からどのような人間の愛情が読みと

れ るか主題 ・鑑賞文 としてまとめ る。

①前時 との関連 ・業平 と二条の后と

の恋の展開の視点からとらえさせる。

②当時の旅の困難さに気付かせる。

③旧国名を地図などで確認 させる。

④各段の季節を考えさせ る。

⑤望郷 ・妻への思いを認識させる。

⑥歌 を詠むことが,他 者の共感 を呼

ぶものであることに注意 させる。

① 自由に話 し合わせ,文 章 と して ま

とめ られ るよ うな指導 をす る。

6.評 価の観 点 ① 語の意味 を適切 に とらえ るこ とによ り,心 情 を読 み とることがで きた か。

② グル ープ内で,他 の学習者 との意見交換 を通 して,鑑 賞を深 め,文 章 とし

て まとめ ることがで きたか。

③学 習に必 要な辞書,参 考 資料(要 覧 ・注釈書 な ど)の 利用に慣れ,自 発的

な学 習の中で古典 世 界へ の興味 を もつ ことがで きたか。

7.考 察

今 回のよ うな学 習形態 に よってs授 業 を実 践 した各校 とも,生 徒は当初指導者が予想 してい

た以上 に意欲 的に取 り組 んだ。中には課題解決 に時 間を とられ,十 分な話 し合 いまでいけない

班 もあ ったが,分 担 しなが ら全員が最後 まで課題 に対 して,積 極 的に取 り組 んでい た。 また,

提 出 され た各班 の意 見は,次 の授 業の資料 として直接に提示 した。 その結果}必 然的に他班 と

比較 され ることにな る。 他班 の読 みの的確 さや文章 の まとめの うまさに刺激 され て,自 分達 の

読 みの浅 さ,ま とめの文章 の拙 さを知 るこ とに もな る。 そ して,他 班 よ りも優れ た もの に しよ

うと,よ い意味 で競争 し,オ リジナ リテ ィを出そ うと意欲的 にな った。 その結果,指 導者 が予

期せ ぬ意外 な読解 の発 見 もあ った。

(A校 一対象第1学 年2学 期)提 出 され た課題 に対 して,次 の授業 まで に コメン トや評価 を

加えて返却 した・ためか,取 り組 み方 も,教 材 を重 ね るごとに意欲的にな って行 った。辞書 や要

_12



覧な どの参考資料 の活用 は もちろんの こと,図 書 館な どで注釈書 や解説書 な どを利用 していた

班 も多 く,授 業外 で も主体的 に学 習活動 が行 なわれて いた。学 習に対 す る生徒 の感想 も 「大変

だ ったが,面 白か った。古典 の世 界に興味 を持 った。 他の人の意見 が聞けてよか った。 」な ど,

おおむね好評で あ り,課 題解決 の 目標 は,ほ ぼ達 せ られ たよ うに思 われ る。 また,少 な くとも

こ うした学 習を通 して,古 典 が嫌 いにな った生徒はい なか った。主体的 に学 習す ることの過程

は努 力を必要 とす るが,作 品へ の理解が深 まり,異 質 な世 界に興味 を もつ とい う楽 しみにつな

が ってい くとい うことに,生 徒 が気付 きは じめた もの と思われ る。

(B校 一対象第2学 年2学 期)1年 時に学習 した語彙 や文法 を踏 まえ,さ らに新 しい語 の意

味 を とらえ なが ら,登 場 人物の立場を整理 し,心 情 を考察 しなが ら読 みを深 めてい く姿勢 が見

られた。 自発的に司会 ・進 行の役 を務め る者が 出て,一 ・語一語 の意味,文 脈 の流 れを押 さえな

が ら全 員 で取 り組んでい く班 も出てきた。 グル ープ内での話 し合 いで解決 がみ られない時 には,

積極 的に教師に発問 して くる生徒がい た。 そうい う自発的 な姿勢 に対 して,ち ょっ と した示唆

を与え ると的確な解釈が できるよ うにな った。

(C校 一対象第2学 年2学 期)今 回の この単元 においては,単 元の 目標 ・単元 設定 の理 由に

即 して,文 法に関す る学習活動は極 力排除 した。古典 の授業 で,グ ループ活動な どを全 く経験

した ことのなか った生徒は,突 然の グル ープでの作業 の指示 に,最 初 は驚 きとともに,け げん

な表 情 を浮かべ る者 もいた。机 を向い合わせ に した ものの,意 見交 換の一声 も最初の時間には

出て こなか った クラス もあ った。生徒の実態 によっては,グ ループ活動に よる古典学 習は無 理

なのでは ないか とも思 ったが,時 間 を経 るに したがって,徐 々に グル ープ内での話合 いが活発

にな ったの は事 実 であ る。普段 は興味 を示 さなかった生徒が,嬉 しそうに 自分 の意 見を述 べて

い る姿 を見せ て くれ た。 この よ うな姿か ら,今 回のグループによ る課題学 習は新 しい試 みで生

徒 も指導者 もとまどったが,成 果 は十分 あった と考 え る。

これ らの 自ら調 べ,疑 問 を持 ち,グ ル ープの話 し合 いの中で他者 との意見交換をす る学習活

動に よ り,生 徒 の主体的 な鑑賞 を深 め ることがで きた と思われ る。 またグルー プの話 し合 いを

通 して,生 徒一人一人 の学 習への参 加意欲 を高め,古 典 嫌い,古 典離れに なってい る生徒 を再

び古典 の授業 に引 き戻す こと,ま た,古 典 好 きな生徒 をより深い読解 ・鑑賞 に導 くこ とが で き

たと考 え る。 日頃受 け身の姿勢 の生徒達 が生 き生 きと学 習に取 り組 み,更 に古典 の世界へ関心

を深 め るきっかけにな った と思われ る。

しか しなが ら,通 常の授業 形態 と比較 して,お よそ倍の時間がか かった。 この点 に関 しては

年 間の授業計画 の中での位置付 けな どを十分に考 慮 しな ければ な らない もの と思 われ る。
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3主 体的な学習活動を通 して,言 語感覚を磨き,表 現力を高める指導の工夫

1.単 元 相互批評を通 して他者の表現を理解 し自己の表現を磨 く

2.教 材 「ブラン ド品は1コゴをはが して 」

(大 平 健 著 『豊かさの精神病理 』より)

3.単 元の目標 ① 主体的な相互の批評活動を通 して他者の言語に出会い 自己の表現を磨 く。

② 主体的な相互の批評活動を通 して自他の生 き方を見つめ直す。

4.単 元設定の理由

国語表現の目的の一つは,書 き言葉において自己表現する力を養 うことにある。課題を与え,

また資料 を与え作文を課す。提出された作文に添削を施 し講評を加え返却 し,再 度書 き直すこ

とにより,作 文能力の一層の向上を図り,更 に主題を掘り下げてい く。 こうした地道な指導を,

適切な課題設定及び的確な事前 ・事中の評価に基づいて行 う必要がある。 ここでは従来行って

きたこの方法を生かすとともに,更 に別の視点から生徒の現在の言語環境をとらえた新たな方

法を模索 した。必ずしも最近の高校生の言語能力が従来より劣 っているとは即断はで きない。

例えば生徒は困難な事態 を楽 々とパ ロディー化 してしまうなど,驚 くほど柔軟な力を感 じさせ

ることもある。 しか し,そ の力をそのまま認めることはできない。 自分自身や自分の直面す る

事実を,真 摯に思考する契機を逸す る場合も多いと感ずるか らである。また,現 在の高校生は

世界の現在を構成する主題群 について,関 心は乏 しいが,適 切な機会を与えれば我がこととし

て真剣に思考し始める。ここでは生徒をめ ぐる言語環境の中で,あ る種の言語経験が不足 してい

るととらえた。あ る種の言語経験の不足とは日常の人間関係において,他 者の言語に対する配

慮が少ないということである。それは他者の言語 と結び合 う経験,す なわち,他 者 と人間的に

交流す る経験の不足ということである。そこで本研究では 「書 き言葉 」において他者 と出会 い,

きり結ぶ方法を模索 した。 これまでの作文指導の基本 は生徒の作品に対する指導者の添削 ・講

評によって成り立 ってきた。 ここに存在す るのは2種 類の言語でしかない。生徒の言語 と指導

者の言語との出会 いであり,書 き直 しを通 してより深い対話を試みるというものであ る。そこ

で今回はもう一つの方向を探 った。それは生徒自身による相互添削 ・批評を2度 繰 り返 し,更

に指導者の講評を加えてい くことである。それが 「相互批評 」である。ここでは,表 現者本人

の作品を入れ ると4種 類の言語を経験す ることになる。

共通テーマによる生徒の作品群を通読 してみると,論 旨s表 現,展 開方法などが,実 によ く

似通 っている場合が多い。 このことが,相 互批評を取り入れるきっかけとなった。 「相互批評」

は生徒 自身がそのことに気付 く機会を与える。 しか し,本 研究は必ずしも「個性的 ・独創的 」
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な表 現 を 目指すので はない。他 の生徒 の作品にふれ る機会 を持 ち,論 旨や表 現の共通性 ・同一

性 とと もに,他 者 と自己の表現 の差異 に気 付 くこと,同0性 と差異性 をともに含んだ他者 の言

語 に出会 う経験が この試 みのモチー フであ る。 いたず らに個性や独 創を求め るのでは な く,他

者 の具体 的な言語 を経験す ることで,自 己の思考 と表現 を磨 くこ とを 目指 したので あ る。

さらに,こ の試みの も う一 つの モチ ーフは,「 批評 」とい う概念 の正 確な把握 にあ る。 他者

との豊 か なコ ミニ ュケ ーシ ョンを図 るな らば,他 者 への価 値判 断や批評 を避 けて通 ることはで

きな い。実 りあ る批評 を学 ぶ契機 を与 えたい と願 った。 「批 評 」とは単に批判 す るこ とでは な

くs対 象をよ く味 わ うことであ る。単に分 析す ることで はな く,対 象への強度の指 向性 を基盤

にす るものであ る。生 徒は他に批評 され るとい うことに慣 れては いない。 自分 が表現 した もの

の持 つ客 観的な意 味に も未 熟で あ る。 読者 とは本来誤読 をす るものであ るとい う事実 に も慣 れ

てはいない。誤読 を も含めて コ ミニ ュケーシ ョンは成 り立 ってい く,と い う事実 もこの 「相互

批 評 」を通 して経験 させ たい と考 えた。

本教材 は 「将来が全部見 えて しまって…… 」と語 る高校生 が話題 にな ってい る。登校途中に

カウンセラーのもとに立 ち寄 り語 り始 め るうちに,彼 女の最 も大 きな関心が ファッシ ョンにあ る

ことが分 か って くる。 そ して ブ ラン ド品に対 して複雑で独特 な思 いを抱 いてい ることもわか っ

て くる。話題 は彼女の父母の ことに も及 び彼女 自身の人生 観 も見えて くる。現代 の=豊かな 日本

社会 を背景 に,こ の高校生 の心 の動 きを通 して生徒各 自が持 つ幸福 の イメー ジに対 し,真 に=豊

か な生 き方 とはな にか,と い う問 いを経験 させよ うと意 図 した。相互批評 とは他者 の思考に積

極的 に関与す る方途 で もあ る。 この教材 は,生 徒 が 自らの主題 と して取 り組みやすい素材で あ

ろ うと考 えた。

事 前指導 と して社会 の 「豊 か さ 」を示す統計資料 と現代人 のアイデ ンテ ィテ ィーの危機 に関

す る資料文 を与え,生 徒の思考 が社会 的な広が りも持つ よ うに配慮 した。

5.指 導計 画(3年 生対象 配 当時間5時 間)

指導事項 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

① テ ーマにつ ①意識調査をもとに「豊かさ」につい

いて考 え る。 て考え させ る。

第 ②今回の小論文の作成作業について方 ①方法の説明では,課 題の意

法の説明 をす る。 味 ・相互批評の意味について

③課題文 「ブランド品はロゴをはがして 」 分 か りや す く説 明 す る。i
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1

時

を示 して,テ ーマ を指示す る。

④本 単元 で 自分 が使 用す るペ ンネーム

を考 え る。

② ペ ンネームについて意義 を

説明す る。

第

2

時

①課題小論文

を書 く。

① 課題文 「ブラン ド品は ロゴをはが し

て 」を読 んで,600字 以上800字 以

内の小論文 を書 く。(ペ ンネーム使用)

② 時 間内に終 わ らなか った者 につ いて

は 自宅 での課題 と し,次 回 までに完成

させ ることとす る。

①原稿用紙の使い方や構成 ・

段落分けについて説明する。

第

3

時

①課題小論文

を提出させる。

②第一回相互

批評をす る。

①課題小論文を提出させ,回 収 した作

品を無作為に配布す る。

②ペンネームを使って,第 一回目の添

削 ・批評を行 う。(用 紙の書式につい

ては文末記入例参照)

③一時返却 して,自 分の作品に対す る

添削 ・批評を読む。

①偶然 に 自分 の作 品が まわ っ

て きた ら再 回収 して再配布す

る。

②添 削 ・批評 ・評価 の意 味に

つい て説明 を加え,正 しく理

解 させ る。

第

4

時

①第二回相互

批評をす る。

① 前 回 と同 じ作 業を繰 り返 し,第 二 回

目の添 削 ・批評 をす る。

② 一時返却 して,第 二回 目の添 削 ・批

評 を読んでか ら提出す る。

① 自分の作品や同 じ作品に当

たった場合は,前 回と同じ処

理をす る。

第

5

時

①作品を返却

す る。

②第二回課題

小論文を書 く。

① 前 回の作 品に教 師が総評をつけ て返

却 す る。

②第二 回課題 と して 「Myfavorite

person一 この人 の こんな生 き方 に

豊 か さを感 じる一 」を書いて提 出す る。

①前回の課題小論文が本時の

課題小論文に生きるようにする。

②人物紹介も含め,未 知の読

者が読んでも理解できるよう

留意させ る。
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6.評 価の観点

① 事 中評価 ・批評 が一 般的感想にならぬよう指示 を与ん まだ向上 の余地 の あ る点 と,よ い

点 とを ともに指摘す ることが で きたかd

②事 後評価 ・「発想 」「表現 」「構成 」「理解 」「形式 」の5項 目について視覚的に表現

され た生徒に よ る評価 が,公 正 であ るか。

・他者 の作品に対 して積極的 に関与 してい ったか。

7.考 察

事前 にペ ンネームを各 自考 案 させ た。実在 の他 の生徒 名を付 け るな ど,問 題の あるペ ンネー

ムについては指導 を した場面 もあ ったが,結 果 と してペ ンネー ムを使用 させ たこ とはよか った。

言 葉に よって他者 を直接批評 した り,さ れた りす る経験 のない者に とって,批 評 され るこ とは

辛 い経 験だ。厳 しい言葉 を使 って しま うこともあ る。言葉 の持 つ遠 近感に未熟な彼 らが受 け る

衝 撃をペ ンネームは微温 化 して くれ た。 しか し最 も興味 深い反 応 を見せ たの も,自 分の作品に

対す る添 削 ・批評 を読ん だ時 であ る。生徒 が 自分 の文章 に強い愛着を もってい ることが よ く分

か る。彼 らは否定的な批評に対 してはなかなか納得 しよ うと しない。多 くの場合,批 評者が指

摘 す る部分には なん らか の問題 があ った。 ただ的は射 てい るの だが,射 抜 いてはいない批評が

多いので納得で きな い ことが あ った。 指摘 された部分が,曖 昧 な表現だ った り,不 十分 な表 現

だ ったり,ま た誤解 され やす い表現 であ る場合 に指 導者 の指摘 は重要 な事中評価の役割 を果 た

した。今回,新 たな評価方法 を取 り入 れた。 これは,発 想 ・表現 ・構成 ・理解 ・形式 の五項 目

に ついて,生 徒が相互 に5段 階 の評価 を加えて視覚的に表現す る方法 だったが,こ れ には大 き

な問題点が存在す るこ とが分 か った。 すなわ ち,評 価者 は意欲的に取 り組 むが,評 価 され る者

が過剰 に反応 して しまい,評 価 の視点や批評の 内容よ りも,評 価 の数値 ばか りに関心 が集 中 し

て しまい,相 互批評 の本来 の 目的か ら逸脱 して しま う生徒 もみ られ た とい うことであ る。 しか

し,数 値 を用いて相互に 評価 させ るこ とは慎重に行 わなければ な らない とい う教訓 を得 ること

が で きた。

今 回,5時 間の時間配当ではやや不足で あ るとい う印象が残 り,各 校 の実情に合わせ て,予

定 を超えて継続す ることが必要で あ る。 この指導案 では,課 題小論文 を二 つ用意 した。複数の

他者 の言語 に出会 いつつ,段 階的 に学 習者 の視点 や思考 が深 まり,文 章表 現が練磨 され るとい

うね らいがあ った。 この 目標 が十分達成 され た と考え ることがで きる生徒 の作品 を,第 二 課題

の ≫MYfavoriteperson"に 見 ることが で きた。第一課題 の 「=豊か さ 」に関す る考察が

第二課題 に生か された,主 体 的 な発想 に よる作品を見い出す ことが で きたの であ る。 しか し,
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他者の具体的な言語を経験することを通 して,自 己の思考 と表現を磨 くというねらい も,ま た,

実りある「批評 」を学ぷとい うねらい も,こ の相互批評の試みを継続的に実行することなしに

達成できるとは思えない。第二課題について,相 互批評 を施 し,さ らに第三,第 四の課題を与

えてゆ くことで所期の目的が達成され るように思われた。 また,今 回はペンネームという匿名

性の下に実施 した相互批評であるが,や がては実名の下に実施できる段階が来ることを目指 し

ている。

中には,批 評文が一・般的な感想に終わって しまう場合 もあった。その場合,他 者の言語に関

与することの意義を語り,再 度批評文を書かせた。 しか しf本 研究を通 して,現 在の高校生が

他者に対 して決 して無関心ではないと感ずることができた。今後,我 々が異質の他者 と共存す

るための精神的な方途を模索す る上でも,他 者に対す る生徒の関心の質を正 しく伸ばす必要が

ある。今鳳 国語表現の単元 として取 り上げたが,国 際社会に生 きるための原型 となるべき思

考や表現の姿勢を学ぶためには,国 語1,国 語 皿を学習す る中にも表現的要素を取り入れ,他

者への理解を踏 まえた豊かな自己表現の学習を模索すべ きだと考える。
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4主 体的な学習活動を通して,理 解力と表現力を高める音声言語指導の工夫

1.単 元 話 し合いの基礎を作る

2.教 材 〈第1回 題 目〉 ア 春 と秋 イ 犬 と猫

〈第2回 題 目〉 勤労観 ・職業観について

3.単 元の目標 ① 「話す 」ことと「聞 く」ことに慣れる。

② 効果的な話 し方を考え実践する。

③ 話の内容がより効果的になるよ うに工夫す る。

④ 話し合いの基本的な練習をす る。

4.単 元設定の理由

(1)第 三者 との間に必要な 「正しい会話 」

生徒の日常の言語生活は授業の場合 も一方通行で「聞 く」だけに終始 して しまい,学 校外

の場においても大量な情報の波に押 し流されて,十 分なコミュニケーションが成立 している

とは言いがたい状況がある。それ と同時に友人以外の第三者に対 しては逆に言い放 しの片道

通行の会話 しかできない者が多い。

このような「会話 」の不成立ない しは未成熟の原因 として,国 語科の領域では「第三者の

話を正 しく聞き ・話す 」訓練の不足を挙げることがで きる。お互いの意思を通わせ るために,

まず相手の話を正確に聞き ・内容を理解することの重要性を認識 させることが訓練の第一歩

と考えられる。

その上 その訓練 と同時に正確に自分の意思を第三者に伝えるための,音 声言語による自

己表現手段 ・方法を育成 して行かねばな らない。すなわち,「 聞 く」ことと「話す 」ことの

訓練 を同時に行 う必要がある。

② 「聞 く」・「話す 」指導の重要性

従来やや もすると高校国語科の指導は「読む 」・「書 く」の解釈中心の指導に偏 りがちで

あった。そ して,我 々が 日常の言語生活を営む上で欠かせない 「聞 く」・「話す 」指導がど

ちらかとい うと見過 ごされがちであった。 このような現状の中,高 等学校段階では どのよう

な 目標 ・目的を掲げて指導するのか,教 材にはどのようなものが考え られ るのか,具 体的な

指導方法はどのようにされるべ きか,評 価方法はどう考えたらよいのか。先人達の幾つかの

試みや報告はあるものの,多 くの点で未解決の分野が残されてい る。

(3)国 際化の中で母国語を尊重す る態度の育成

「日本語の乱れ 」については以前から憂慮されてはいるものの。 その対策について高校の

一19一



現場で今までどの程度議論 され,実 践されてきただろうか。外国語の習得に力を入れること

と対照的に 日本語の乱れについてはあまり考え られてきていないと言える。 「国際化 」の掛

け声の中手薄になってしまった「母国語 」を尊重する態度を着実に育成することが我 々に要

求されてい る。

そのためには.生 徒に正確に「聞き」・「話す 」態度,技 術を習得 させることを考えねば

ならない。国際人とは まず正 しく母国語を使いこなす人であるということを確実に認識させ

る必要がある。

5.指 導計画(第3学 年対象 配当時間6時 間)

指導事項 ・内容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

第

1

時

① 単元 のね らい及び本

時の説明 ・注意。

② 第1回 目題 目の提示も

③第2回 目題 目へ向 け

て ア ンケー トを取 る。

④ 第1回 目の発表者 を

決め る。(各 派 メイ ン

1名 サ ブ2名)

① 第1回 目題 目について

自分の立場 を決 め,そ の

理 由 ・意見 を200字 程

度 にま とめ る。

② 「勤 労 観 ・職 業 観 」

に関す るア ンケー トに答

え る。

③ 発表 者は,他 の生徒の

文章 を参考 に して発表 で

きるように まとめ る。

①第1回 目の題 目は,初 めての経

験であるか ら,で きるだけ生徒に

とって身近な問題を取 り上げる。

②机間巡視をして,う まく書けな

い生徒には発表を意識 しすぎず気

楽に書 くよう助言す る。

③発表者には.各 自の役割を説明

す る。(但 し細かい指導は しない)

第

2

時

① 第1回 目の ス ピーチ

を行 う。

② ス ピーチ を ビデオに

撮 る。

③ 聞いてい る生徒 には

メモ を取 らせ る。

① メインの発表者は.自

分達の意見を発表する。

②サブの発表者は相手の

主張に対する質問をする。

③発表者3名 で協議 の上

相手の質問に答え る。

④聞いてい る生徒はメモ

に取り,要 旨をまとめる。

⑤最後に判定を下す。

① 聞 き手 には.話 し手が発表 しや

すい よ う指導 を し,発 表者の 話を

聞い てい るか観察す る。

② ス ピーチ とス ピーチの間に時間

をとりsメ モの整理 がで きるよう

にす る。

④ 聞 き手 には,特 に印象に残 った

言葉や判定 の理 由な ど,な るべ く

文章 を書 かせ るよ うにす る。
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①前時の ビデオを見る。 ① ビデオを見ながら,良 ①で きるだけ生徒 自身で気付かせ
第

② 「より良い スピーチ かった点,改 善点を箇条 るよ う,あ まり指示 を与 えない。

3

のための数 項 目」を書

く。

書 きにす る。

② 発表者 は.他 の生徒の ②悪か った点ばか りで な く,良 い

③発表者を決める。 書いた文章を参考に して 点を必ず見付けて書 くよう指導す
時

発表 で きるよ うまとめる。 る 。

①発表者は「より良い ①発表者は自分たちでま ① この発表は音声のみでr黒 板や

ス ピーチのための数 項 とめた数項 目を聞き手が プ リン トは使 わせない。

第 目」を発表す る。 書き取 りやすいように留 ② 聞 き手 には しっか りメモを取 ら

②聞き手は正確に聞き 意 して発表す る。 せ,音 声を聞き取 り内容を掴 ませ

取 りプ リン トに記入す ②聞き手は数項 目のメモ る練 習とす る。

4 る 。 を取 り,質 問 ・反 対意見 ③発表者の話すス ピー ドや聞 き手

③質疑応答をする。 を考え発表する。 の メモの取 り方 について,助 言 す

④③の結果からクラス ③発表者はそれに答える。 る 。

時 独自の数項目を発表す ④発表者は質疑応答の結

る 。 果からクラス独 自の数項

目をま とめ る。

④第1時 に行 った 「勤 ① 自分の立場を決あ,理 ① アンケー ト結果に ついて生徒の

労 観 ・職業 観 」ア ンケ 由 ・意見 を200字 程度に 興味を喚起す るため補説す る。
第

一 トの結果 を配布す る
。 ま とめ る。 ②筆の進 まない生徒には,助 言を

5

②第2回 目題 目の提示0

③発表者を決める。

②発表者は,他 の生徒の

文章を参考に,よ く打 ち

与える。

③発表者 も聞き手 も自分の役割を

合 わせを して お く。 よ く理解 させ る。
時

④説得力ある文章を書 くよう具体

的 に指導す る。

① 第2回 目の ス ピーチ ① メインの発表者は自分 ① 「よ り良いス ピー・チのための数

第 を行 う。 の班の意見を発表す る。 項 目」を参考 に,ス ピーチを工夫

② ス ピーチを ビデオに ②聞 き手は意見の要旨を さ せ る。
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撮 る。 メ モ し,質 問 す る。 ②2度 目の ス ピー チなので,聞 き

s ③質疑応答す る。 ③3人 で協議 の上,サ ブ 手 のマ ナーの徹 底を図 る。

④ 単元 をまとめ る。 の発表者が中心 となって ③単元のまとめ として,今 後の言

時 質問 に答え る。 語生活の充実のための助言を与え

④聞 き手は質疑の内容を る 。

メ モ す る。

6.評 価の観点

① 話 し合 いの実践 を通 して,的 確 に話す こと ・正確に聞 くこ とがで きたか。

② 話す経験 を通 して,効 果的 な話 し方(声 の大 きさな ど)に ついて考 えが深 まったか。

③ 話 の内容 をよ り効果的 にす るために,調 べ た り取材 した りな どの工夫 を したか。

④ 話 し合 いの実践 を通 して,話 し合いの基本的 な練 習は十分 で きたか。

⑤ 意欲 的に話 し合 いに参加 し,自 分の考 えを しっか り持 ち,的 確 に表 現で きたか。

7.考 察

第1回 ス ピー手では,ま ず題 目の選定 が問題 とな った。 い きな り「外 来語,省 略語は是か非

か 」とい ったよ うなテーマでは話が続か ない。 そ こで,「 春 と秋 」「犬 と猫 」とい った よ うな

生徒 たちに とって身近 で簡 単な テーマを提示 した。 あ るクラスでは題 目を選 ぶに当 たって,話

し易い題 目を選 ぶため議論 にな った例 もあ る。生徒 はf発 表 のために本 や新 聞 などを調 べた り,

中には地元 の警 察署(春 と秋の犯罪件数)や 保健所(犬 の予防接種 や不妊 手術)に 取材 に行 っ

た りす るな ど,か な り中身の濃 い もの とな った。

ス ピーチの模 様は ビデ オに録画 した。 この ビデオ を教材 に して,ど うした ら上手 なス ピーチ

がで きるかを生 徒に考 え させ るためで あ る。従 って ス ピーチの事 前指導 は必要最小限に と どめ

た。予 測通 り,「 声の大 きさ,姿 勢 話す ス ピー ド」とい った細かい指摘 か ら,「 具体 的な例

示が 的確 で分 か りやすい もので あ るか 」とい った,話 の内容に関す ることまで様 々な意見 が出

された。 また実際に発表 を行 った生徒か らもs「 黒板 や プ リン トを使 う」とか,「 具体例 を工

夫す る 」な ど経 験者な らではの鋭 い指摘 もあった。 これ をク ラス毎に数 項 目に ま とめ発表 させ,

これ を今後のス ピーチに おける 目標 として提 示 した。生 徒の主体的学習生活 の中か ら生 まれて

きた数 々の指摘 は,思 っていた以上に鋭 く核心 をついた ものが多 くあった。

第2回 目のス{チ では・テーマを 「勤労 観 「職業 観 」と した。 生徒 たちに とって身近 な問題

であ ると考え たか らで あ る。 ア ンケー トの結果か ら 「経済派 」(経 済重視)「 個性派 」(個 性
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重視)「 社会派 」(社 会性重視)3派 に分けて話 し合わせたが,論 点がかみ合わなくてうまく

行かない。 自分の考えを主張す るのに一e生懸命で,相 手の話に耳を傾けようとしない。そこで,

各派の論点を事前に提出させ論点を明確に し,ど う答えるかを検討 させた上で話 し合いをさせ

ることに した。話すべ き内容を事前に検討できるので・発表者 も余裕を持 って相手の話を聞き・

自分の意見を主張できるようになった。

今回は 「話 し合いの基礎 」ということで考えてきた。今後は,授 業の中で生徒が自由に意見

を出し合い,一 つの作品をめぐって活発な討論ができるような授業展開に発展させたい。

最後に大 きな課題である評価の具体的方法について述べる。

① 事前評価………「発表や討論などに対する意識調査 」「職業観アンケー ト」を行い生徒

の今 までの経験や,話 すことに対する意識を調べ今後の授業に生かす。

② 事中 ・事後評価

ア 生徒の相互評価……実際の発表 ・ビデオをみて感想 ・疑問 ・意見を文章化 し発表者に

提示す る。発表者はそれに答えることで自分の考えを整理 し確実なも

のにできる。 また発表の仕方や話 し方を理解 し工夫させ る。できるだ

け文章表現 とし一方通行ではな く,発 表者にも弁明の機会を与える。

イ 自己評価 自分の発表 をビデオで見ることで,自 分の発表の仕方 ・話 し方な

どを反省 しどうした らうまく話せ るかを考えさせる。

ウ 指導者の評価

⑦ テーマについての例示…文章が書けない生徒に,助 言を与え場合によっては机間巡

視による個別指導を行 う。

←0各 プ11ン トでの評価…… 「テーマでの文章 」「スピーチを聞いての文章 」を回収 し

5項 目程度の加点法で評価する。 この際評価の基準は明確に生徒に

提示す る必要がある。また,で きるだけ客観的な評価基準であるこ

と。

㈲ ビデオを見ての評価……生徒のまとめた「よりよいスピーチのための数項 目」か ら,

客観的に評価できる項 目を選びsあ らか じめ生徒に提示 しておく。

レーダーチャー・トにして視覚的にも分かりやすいものを作る。

的 作文による評価 授業終了後 「感想文 」を書かせ今後の授業に生かす。

一23一



Nま と め と 今 後 の 課 題

生徒の主体的な学習態度を育てるには,教 師の意識転換が最 も必要 とされる。 このことを踏

まえて,今 回,次 の点に留意 した。①生徒の興味 ・関心を引き出す教材の発掘,② きめ細かな

段階的な指導a③ 生徒同志の磨 き合いの場の設定 ④評価方法の具体的な工夫,で ある。その

結果,次 のような成果が得 られた。

現代文においては,詩 の教材の理解で きない語句や表現を基に生徒 自身が問題 を作成 し,そ

れをクラス全体で考えてい くという形での授業が展開されたが,こ のことは,詩 を自らの力で

解釈す る一歩 となった。 また,主 題に関連 しての作文では,お 互いの意見の交換を通 して 自ら

の在 り方生 き方について考えを深めていった。

古典においては,教 師主導型の授業を改める工夫 として,グ ループによる課題学習を取 り入

れたが古典の世界の面白さに気付かせ ることに効果的であった。 また,グ ループ学習は良い意

味での競争意識を持たせるところとなり9授 業外において図書館を利用した学習を行 うなど,

積極的な学習活動が展開されるようになった。

文章表現においては,生 徒相互の添削 ・批評により,自 分の意志を伝えることに持っていた

甘えを去 り,自 分の意志を正 しく伝え る表現の在 り方を模索するよう変わっていった。また,

他の生徒の生 き方と接 してい く中で,自 らの生 き方に対す る考えを深めることができるように

なった。

音声言語においては,自 分達の行 ったスピーチの ビデオを見ることを通 して,自 分が話す際

に何が欠けていたのか,自 らの力で気付 くようになった。 また,自 分の論 を確かなものとす る

ために具体的な資料を集めるなど積極的な学習活動を展開するように もなった。さらに,相 手

の話を意欲的に聞 くようになり,進 んで話 し合いに参加するようになった。

今後の課題 としては以下のことが挙げられ る。

1.主 体的な学習態度を身に付けさせるためには,継 続的 ・段階的な指導が重要であ るが,こ

れを3年 間の指導計画の中の発達段階に応 じた位置付けについての検討が必要である。

2.生 徒の主体性を育む教師の評価について,さ らに,一 層望 ましい方法を研究することが必

要である。

3.数 値にのみ関心が集中 して しまったなどの反省 もある相互評価の在 り方について,工 夫改

善を図 ることが必要である。

4.話 す こと及び聞 くことの態度 を養う指導を通 して自由に自分の意見を出 し合い,積 極的な

話 し合いができるような指導方法の工夫改善を図ることが必要である。
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